
令和６年３月１2日  
  

各校テニス部顧問 各位 
 

      
埼玉県高体連テニス専門部委員長 仲村 祐  

（埼玉県立伊奈学園総合高等学校） 
 
 

令和６年度からの試合ルールの変更について（連絡） 
 
 日頃、埼玉県高体連テニス専門部の活動に御理解・御協力をいただき、ありがとうございます。また、
高校生テニス部員の活動のために御尽力いただき、感謝申し上げます。 
さて、令和６年１月末、全国高体連テニス専門部より、通知「全国総体および地区総体でのルール変更

について（連絡）」［資料１］が出されました。この決定を受け埼玉県内においても対応が必要となり、令
和６年３月４日の臨時総務会議において、県内大会のルール変更を下記のとおり決定しました。 
本来であれば地区会議・常任委員会等で慎重に協議すべき内容ではありますが、令和６年度関東大会・

インターハイにおける実施が既に決定しており時間的猶予がないため、総務部会で方針を早急に決定すべ
きと判断いたしました。御理解くださいますようお願いいたします。 
今回のルール変更は、全高校テニス部員に関わる非常に大きなものとなります。令和６年度インターハ

イ予選以降は、全ての県内公式戦において新ルールのもと実施します。顧問およびテニス部員がルールを
理解したうえで大会に臨めるよう、下記の内容（資料）をよく確認し、各校で十分な準備をお願いいたし
ます。 

 
記 
 

１ 概要 
令和６年度インターハイ予選（個人戦）以降の高体連主催公式戦（各地区および県大会）県内において、

ルールを変更して実施する。             ※詳細は以下［資料１］～［資料５］を参照 
 
２ 添付資料 
［資料１］全国総体および地区総体でのルール変更について（連絡） 
［資料２］令和６年度からの試合ルールの変更について（連絡） 
［資料３］ノーレットルールについて 
［資料４］ノーアド方式について 
［資料５］ＳＣＵ（ソロチェアアンパイア）実施マニュアル 
 
３ 問合せ先 
 埼玉県高体連テニス専門部委員長 仲村 祐（伊奈学園総合高等学校） 
 学校代表：048-728-2510 



令和 6年 1月 24日 
全国委員の皆様 

（公財）全国高等学校体育連盟テニス専門部 
部長 黒岩睦雄 

[公印省略] 
 

全国総体および地区総体でのルール変更について（連絡） 
 
平素より全国高等学校体育連盟テニス専門部の諸活動にご理解とご協力をいただきあり

がとうございます。 
さて、以前より解決すべき課題として熱中症対策、選手及び監督そして参加するすべての

方々の健康管理、大会開催時間の短縮、日本テニス協会や世界の大会とのルールの統一等の
解決に向けて様々な対応をしておりました。大会日程や試合方式についても同様に工夫を
凝らし、皆様のご協力のもとに実施することができました。この一連の動きとして、この度
下記の内容についてルール変更を行うこととしましたのでお知らせいたします。 

 
全国総体および地区総体でのルール変更 
① サービスのレット（規則２２） 
ノーレットルールの採用（JTAテニスルールブック 2023 ｐ３２） 
対象は団体戦および個人戦すべての試合 

 ② ノーアド方式の採用（JTAテニスルールブック 2023 ｐ５９） 
   対象は個人戦ダブルス、ただし１セットマッチでは採用しない 

 
 なお、2024 年度（大分総体）からの実施とし、都道府県大会における移行については各
都道府県専門部に一任します。 

［資料１］



令和６年３⽉１２⽇  
  

令和６年度からの試合ルールの変更について（連絡） 
                                        
                                 埼⽟県⾼体連テニス専⾨部  
 
１ ルール変更の内容 
Ｒ６年度茨城関東⼤会および⼤分インターハイより、以下のルールが採⽤されることが決定した。 
（１）ノーレットルール 
対象：団体戦および個⼈戦すべての試合 

（２）ノーアド⽅式 
対象：個⼈戦ダブルス（ただし１セットマッチでは採⽤しない） 

    ↑インターハイ個⼈戦１Ｒ〜準決勝（８ゲーム）、決勝（３セット） 
     関東⼤会個⼈戦決勝（８ゲーム） 

 
 ２ 埼⽟県内⼤会の対応 
  関東・全国⼤会のルールに準じ、県内においてもルールを変更して実施する。 
  対象：Ｒ６年度インターハイ予選（個⼈戦）以降の⾼体連主催公式戦（各地区および県⼤会） 

 ※Ｒ６年度学総（地区⼤会）、関東予選（県⼤会）では実施しない。 
※Ｒ６年度新⼈以降は地区⼤会から実施する。 
※１年⽣⼤会・国公⽴⼤会・私学⼤会等は別途検討。      

⽬的：関東・全国で勝ち抜くことができる選⼿を県代表として選出するため。 
 
【具体的な対応】 

 （１）ノーレットルール 
   Ｒ６年度インターハイ予選（個⼈戦）以降、すべての県内⼤会（個⼈戦・団体戦）で採⽤    
（２）ノーアド⽅式 
  ８ゲームスマッチ・３セットマッチの個⼈戦ダブルス※で採⽤ 
   ※県内ではインターハイ予選（個⼈）の１Ｒ〜準決勝（８ゲーム）、決勝（３セット）のみ 
 
３ 今後の⽇程 

  ①総務会議（３⽉４⽇実施済） 県内対応の決定 
  ②各地区委員⻑から全校に連絡・ＨＰ掲載（３⽉中旬） 
  ③各地区会議で連絡（４⽉上旬） 
  ④顧問総会で連絡（５⽉上旬） 
  ※インターハイ予選（個⼈戦・団体戦）で実施開始 
  ⑤審判講習会で連絡・練習（６⽉） 
   

※ルールの詳細については 
 別資料（審判部作成）を参照
してください。 

［資料2］



ノーレットルールについて 
埼玉県高体連テニス 審判部 

令和６年インターハイ埼玉県予選（個人）以降の大会から、ノーレットルールが採用されます。選手

がノーレットルールを十分理解し、大会参加ができるよう、各校顧問の先生方はご指導のほどよろしく

お願いいたします。 

「レット」とは 

「① サービスのやり直し、② ポイントのやり直し」となる場合、ソロチェアアンパイ

ア（以下 SCU）は“レット”とコールする。 

① サービスのやり直し *1 

例）サーブされたボールが、ネット、ストラップまたはバンドに触れて正しいサービスコート内に

入った場合、そのサーブをやり直すが、１つ前のフォールトは取り消さない。 

→ 第１サービスだった場合は、第１サービスをやり直す 

→ 第２サービスだった場合は、第２サービスをやり直す。 

② ポイントのやり直し *2 

例）インプレー中に、ほかのボールの侵入があったら、SCU は即座に「レット」とコールし、ポイ

ントをやり直す。 

→ ポイントのやり直しなので、第１サービスからやり直す。 

 

「ノーレットルール*3」とは 

「① サービスのやり直し」を採用せず、ネット、ストラップまたはバンドに触れたとして

も、インプレーとする方式。 

 確認事項  

(1). サーブされたボールが、ネット、ストラップまたはバンドに触れて正しいサービスコート内

に入った場合、ラリーを続けなければならない。 

(2). 「② ポイントのやり直し」は、従来通りに SCUがコールする。 

(3). サーブされたボールが、ネット、ストラップまたはバンドに触れて地面に落ちる前に、レシ

ーバーまたはレシーバーのパートナーが触れた場合、レシーバー側の失点となる。 

(4). ダブルスにおいて、ネット、ストラップまたはバンドに触れて正しいサービスコート内に入

ったサーブを返球できるのは、レシーバーだけである。（レシーバーのパートナーは返球でき

ない。） 

 

詳細に関しては、「JTA TENNIS RULE BOOK」や「SCU実施マニュアル」を参照ください。不明な点は、

各地区の審判部へお問い合わせください。 

 
参照 JTA TENNIS RULE BOOK 2023 
＊1 P16 規則２２ サービスのレット ＊2 P17 規則２３ レット ＊3 P32 サービスのレット “ノーレットルール” 

［資料3］



ノーアド方式について 
 

埼玉県高体連テニス 審判部 

 

令和６年度から、8ゲーム、3セットマッチの個人戦ダブルスにおいて、ノーアド（ノーアドバ

ンテージ）方式が採用されます。選手がノーアド方式を十分理解し、大会参加ができるよう、各

校顧問の先生方はご指導のほどよろしくお願いいたします。 

対象の県内大会：インハイ県予選(個人 D)の１Ｒ～準決勝(８ゲーム)、決勝(３セット)のみ 

「ノーアド方式 *1」とは 

両方のプレーヤー・チームが３ポイントずつを取ってデュースになったら、そこ

でディサイディング・ポイントをプレーする。その時、レシーバーはデュースサ

イドコートでレシーブするかアドバンテージサイドコートでレシーブするかを

決める。ダブルスのレシーバーチームはレシーブする隊形を変えてはいけない。

ディサイディング・ポイントを取った方がそのゲームの勝者となる。 

 確認事項  

(1). １セットマッチの試合では採用しない。 

(2). タイブレーク・ゲーム（８ゲームマッチのゲームカウント 8-8 や３セットマッチの 6-6

等）ではこの方式を採用せず、従来通りのルールで行う。   

(3). レシーバーは速やかにサイドを選択し、一度選択した後に変更することはできない。 

(4). 誤ってスタンダード方式（ノーアドではない通常の方式）で行い、誤りに気付いた場合

の対応 *2 

① 誤りに気付いた時デュースであったら、ただちにノーアドに切り替える。 

② デュースの後、ノーアドでプレーすべき所をレシーバーチョイス無しでデュースコ

ートから１ポイントプレーし誤りに気付いた場合は、その結果をそのまま成立させ、

そのゲームは終了したものとする。 

③ 誤りに気付いた時にゲームが終了だったら、その結果は成立する。 

 

詳細に関しては、「JTA TENNIS RULE BOOK」や「SCU実施マニュアル」を参照ください。不明な

点は、各地区の審判部へお問い合わせください。 

 
参照 JTA TENNIS RULE BOOK 2023 
＊1 P31 規則 5 ゲーム中のスコア 
＊2 P59,60 「試合で起こる Q&A」 Q22 ノーアド⽅式について 

［資料4］


